
小学校 5年生 算数  単元名  ６   偶数と奇数、倍数と約数       ＮＯ１ 

 

 (    )年 (    )組 (    )番 名前 

  模範解答 

１ 次の数直線を見て答えましょう。（全部正解で１０点） 

（１）偶数に○をつけましょう。    (２問×１０点) 

 

  94    ９５   96    ９７    98  ９９   100  

 

 

 

 

（２）奇数に○をつけましょう。               

 

 １２０  121   １２２   123   １２４   125   １２６  

 

 

 

 

２ 偶数には○、奇数には△をかっこにかきましょう。 

                           （６問×１０点） 

（１） ９７９（  △ ）    （２） ６５３ （  △  ） 

 

（３） ６６６（  ○ ）    （４） ４３４ （  ○  ） 

 

（５） ７７７（  △  ）    （６） １００２（  ○ ） 

 

３ １６５７９６は、偶数ですか、奇数ですか。      （２０点） 

   また、わけを説明しましょう。 

                    偶数ですか、奇数ですか 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜例＞ 

 

一の位の６が偶数で、２で割ることができるから。 

 

偶数 
わけ 

 

 

点 



小学校 5年生 算数 単元名     ６   偶数と奇数、倍数と約数       ＮＯ２ 

                 (    )年 (    )組 (    )番 

   模範解答              名前 

 

１ つぎの整数を偶数と奇数に分けましょう。 

                    （２問×１０点） 

  

   ０  ２７  ６４  ２０８  １０９  ２０００ 

 

 （１）偶数（０，６４，２０８，２０００） 

 

 （２）奇数（ ２７，１０９ ） 

 

２ つぎの整数について答えましょう。 

                             （２問×１０点） 

 

     ２６９９  ５１   ４７   １１２    ２００ 

 

（１）いちばん大きい偶数は何ですか。  （ ２００  ） 

 

（２）いちばん小さい奇数は何ですか。  （ ４７    ） 

 

 ３ □にあてはまる数を書きましょう。 

                              （４問×１０点） 

 

  （１）１８＝２×          （２）５＝２×    ＋１ 

 

   

（３）２４＝２×          （４）２１＝２×    ＋１ 

 

 ４ 奇数と奇数の和は偶数になります。そのわけを、下の図を使って説明しましょう。 

（20点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 

 

２ 

 

１２ １０ 

● ● ●    ● ● ● ● ● 

● ● ● ●    ● ● ● ● 
＋ 

 

 

点 

 ＜例＞ 

●の数は、７＋９＝１６になる。 

７は６と１で７、９は８と１で９になる。 

６と８は偶数である。図を見ると、●が１つずつ余って

いるのでたすと２となる。よって２つずつの組み合わせ

が、８個となり、２×８＝１６ １６は偶数なので、奇

数＋奇数は偶数となる。 

 



小学校 5年生 算数 単元名     ６   偶数と奇数、倍数と約数       ＮＯ３ 

                 (    )年 (    )組 (    )番 

    模範解答              名前 

 

１ ６と１０の倍数を、それぞれ小さい順に５つ書きましょう。 

  また、６と１０の公倍数を１つ書きましょう。（１０点×３） 

 

（１）６の倍数（６，１２，１８，２４，３０ ） 

（２）10の倍数（１０，２０，３０，４０，５０） 

（３）６と 10の公倍数（３０） 

 

２ （   ）の中の数の公倍数を、小さい順に３つ書きましょう。また、最小公倍数  

 は何でしょうか。（１０点×５） 

  

（１）（４、９）   （３６，７２，１０８） 最小公倍数（３６） 

  

（２）（１０，１２） （６０，１２０，１８０）最小公倍数（６０） 

 

（３）（３，１８）  （１８，３６，５４）  最小公倍数（１８） 

 

（４）（２８、４２） （８４，１６８，２５２）最小公倍数（８４） 

 

（５）（２，３，５） （３０，６０，９０）  最小公倍数（３０） 

 

３ ８時１０分に出発したバスと電車があります。そのバスと列車は、それぞれ２０分

ごと１５分ごとに発車します。 

  今、バスと列車が同時に発車したとき、次に同時に発車するのは何時何分ですか。 

  考え方と答えを書きましょう。（２０点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

点 

考え方  ＜例＞ 

２０と１５の最小公倍数を求めると同時に発車する時刻

を求めることができる。 

２０と１５の最小公倍数は、６０なので、６０分後となる。 

時刻は、９時１０分となる。 

 

答え 

９時１０分 



小学校 5年生 算数 単元名     ６   偶数と奇数、倍数と約数       ＮＯ４ 

                 (    )年 (    )組 (    )番 

    模範解答             名前 

 

１ １５と１８の約数を、それぞれすべて書きましょう。 

  また、１５と１８の公約数をすべて書きましょう。（１０点×３） 

 

（１）１５の約数（１，３，５，１５ ） 

（２）１８の約数（１，２，３，６，９，１８） 

（３）１５と１８の公約数（１，３） 

 

２ （   ）の中の数の公約数を、すべて書きましょう。また、最大公約数  

 は何でしょうか。（１０点×５） 

  

（１）（９、１８）  （１，３，９）最大公約数（ ９ ） 

 

（２）（２０，２４） （１，２，４）最大公約数（ ４ ） 

 

（３）（３６，４８） （１，２，３，４，６，１２）最大公約数（ １２ ） 

 

（４）（２８、４２） （１，２，７，１４）最大公約数（ １４ ） 

 

（５）（１６，３２，４０）（１，２，４，８）最大公約数（ ８ ） 

 

３ １～２０までの整数の中から、素数を見つけましょう。（１０点） 

 

答え（２，３，５，７，１１，１３，１７，１９） 

 

４ たて 18cm、横 30cmの長方形から、同じ大きさの正方形を、あまりが出ないように

切り取るとき、いちばん大きい正方形の１辺は何 cm ですか。また、正方形の紙は何

枚できますか。（１０点×２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

点 

 ＜例＞ 

（いちばん大きい正方形の１辺の長さ） 

１８と３０の最大公約数を求める。最大

公約数は、６なので、正方形の１辺の長

さは、６ｃｍとなる。 

 

（正方形の紙の枚数） 

１８÷６＝３ 

３０÷６＝５ 

３×５＝１５ 

 

答え １５枚 

 

 

 

 

答え  


